
 

 

時 期 いつでも 時 間 半日程度 

対 象 小学生以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立若狭湾青少年自然の家 

＜活動の概要＞ 

 海と森で囲まれた若狭湾の自然を全身で体感します。グループで協力し、楽しみながら海と森

の繋がり、自然への関心を高めます。 

 

トビーのわかさわん探検隊（TWT） 



 

 

 

 

 

 

自然の家で準備しているもの 個数 置場所 団体（個人）で準備するもの 

無線 

熊鈴（各班１+指導者） 

ミッションマップ 

探検バッグ 

バインダー 

バケツ 

火ばさみ 

バット 

指導者用物品セット(ペットボトル・スポイト入り) 

必要数 

多数 

20セット 

20セット 

80セット 

30個 

30本 

10個 

５セット 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

ワークシート、マップ 

※事前にコピーして持参してください。 

長袖長ズボン 

帽子 

履き慣れた運動靴 

水分 

軍手 

雨具（できれば上下分かれたもの） 

所要時間 

（目安） 

項目 内容 備考 

活動前 準備 ○ 団体準備の物品の確認をします。 

○ 自然の家準備の物品を事務室に取りに来てください 

○ 気象状況によって活動できない場合がありますので事務室で確

認をお願いします。 

○ 山の活動計画書を事務室に提出してください。 

○ 割振りされた場所に集合し、活動を開始してください。 

 

１０分 

～ 

１５分 

活動方法

の説明と

安全指導 

○ 指導者用ワークシートをもとに、服装や持ち物、チェックポイント

等の確認をします。 

○ 参加者の体調の確認をします。 

グループ編成など

は団体で決めてく

ださい。 

６０分 

～ 

120分 

活動 ○ 集合場所から出発します。 

○ 班で活動を楽しんでください。 

ルートや振り返り

の場所は団体で

決めてください。 

１５分 

～ 

30分 

集合・ 

振り返り 

○ 参加者の健康状態と人数を確認します。（何かありましたら、す

ぐに事務室に報告して下さい） 

○ 団体で振り返りをして下さい。 

 

 片付け ○ 借りた備品を必ず事務室に返却してください。  

活動のねらい 

 

準備物 

 

○ 海と森の自然を五感で体験する。 

○ 若狭湾の自然を楽しみながら、海と森の繋がりに触れる。 

○ グループで協力して活動することを通し、仲間の大切さを実感してもらう。 

活動内容（手順） 

 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導上の留意点 

 

ふりかえりの視点 

 

  最終更新：令和６年４月 

○ 自然の中でどんなことを感じたか 

例）見つけたモノや見た景色等についての共有する 

 

○ 海と森の繋がりについて知ることができたか 

例）どんな所に繋がりを感じたか、海と森の違いなどを共有する 

 

○ 自然のために自分たちができることは何か 

例）学校や家庭で取り組めそうなことを書いて共有する 

 

○ グループで協力して活動を進めることができたか 

例）どんなことを協力できたか、協力するために意識したことは何かを共有する 

 

○ 指導者用ワークシートを参考にしてください。 

 

○ 斜面の下では誰かが活動をしていることがありますので、石や枝等を投げないように指導をお

願いします。 

 

○ 海や沢の活動は、必ず団体指導者が監視を行ってください。 

 

○ 指導者用ワークシートを参考にしてください。 

 

その他 

 

 

○ 本プログラムと、海の体験活動プログラム（カッター、シーカヤック、スノーケリング 等）を組み

合わせ、「海の環境教育プログラム」として実施することを推奨します。 

 

例） 高学年  ※カッター、シーカヤック、スノーケリングは 4年生以上が対象 

午前：トビーのわかさわん探検隊 / 午後：スノーケリング 

    １日目午後：トビーのわかさわん探検隊 / ２日目午前：シーカヤック 

 

    低学年  

    午前：トビーのわかさわん探検隊 / 午後：磯遊びまたはボート活動など 

 


